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図6　日本の初期の鐙と加耶の鐙（1・2　加耶福泉洞22号墳、3　滋賀県新開1号墳、4　大阪府七観古墳）
Fig．6　The　initial　stirrups　discovered　from　Japan　and　Kaya：1．2：Pokch‘on　dong　21　Pusan，3：Shingai　l　Kofun，
　　　　　Shiga　Pref　4　Shichikan　Kofun，　Osaka　Pref
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図5　長野県大室古墳群の合掌形石室
Fig．5　The　triangle－shaped　roof　style　of　stone　chamber　Omuro　kofun－gun　at　Nagano　Pref
を朝鮮半島にたよっていた倭国にとってもそれは重大な危機にほかならなかったと思われる。さ
らに高句麗が海を渡って日本列島に攻めてくる可能性も想定されたのではなかろうか。
　『百済記』によったと考えられる『日本書紀』神功46年丙寅（366）年に始まる一連の記事に，
加耶の一国卓淳国（最近では沿岸部の昌原とする説が有力である）の仲介によってはじめて百済
と倭国の国交が始まったことが記されている。このことは，高句麗の南下という東アジアの国際
情勢の大きな変化に対応して，倭と朝鮮半島諸国との交渉が加耶以外にも拡大したことを示すも
のとして重要である。特にそれが加耶の一国の仲立ちにより始まったことは，倭の対外交渉にお
いて加耶が果たした役割を具体的に物語るものとしてきわめて興味深い。こうした国際的な大き
な危機に直面して，倭人たちはそれまでまったく関心をもたなかった騎馬文化を否応なしに受容
するようになるのである。これを援助したのも，やはり高句麗の南下という大きな危機に直面し
ていた加耶諸国や百済であった。
　この大きな危機を契機に，馬匹の生産・飼育技術ばかりでなく，馬具の生産に関連して金属加
工，皮革，木工などさまざまな技術や陶質土器の生産技術，さら本格的な漢字文化や学術・思想
までもがもたらされることになる。5世紀には，倭人たちは渡来人の智恵をかりて，漢字を用い
て自分たちの人名や地名を表記するすべを身につけるようになった。このことは埼玉県行田市稲
荷山古墳出土の稲荷山鉄剣や熊本県菊水町江田船山古墳出土の江田船山大刀など銘文をもつ刀剣
の銘文から明らかである。
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日本列島の文明化をめぐって
　　　　　白石太一郎
　こうした倭国の急速な文明化は，まさに高句麗という北からの軍事的圧力に対抗するための百
済や加耶諸国の外交政策の一部でもあった。またこうした朝鮮半島における動乱を逃れて少なく
ない渡来人が日本列島に渡来し，騎馬文化以外にもさまざまな技術・情報・文化をもたらしたこ
ともいうまでもない。わたくしは，このような外的刺激，あるいは外圧こそが，倭国の文明化の
最大の契機となったと考えている。
　なお，世界観や宗教の問題には，いま詳しく触れることは出来ない。ただ，最近の奈良県にお
ける考古学的調査の結果，桜井市吉備廃寺が7世紀前半の紆明朝に営まれた大王家の氏寺であり，
かつ国の大寺である百済大寺にほかならないことが明らかにされた〔佐川1998〕。ここでは，一
辺30mの基壇の存在から，おそらく数十mの高さの九重の塔の造営が想定されている。この寺は
のちに移転して大官大寺と呼ばれるようになることからも明らかなように，国家によって建設さ
れた最初の仏教寺院である。
　6世紀後半，中国では二百数十年ぶりに惰が全土を統一，さらに7世紀前半には唐がそれに代
って強大化し，朝鮮半島諸国に大きな脅威を与える。この時期，新羅では皇龍寺の九重の塔が80
mの高さを誇り，また百済でも益山の弥勒寺に九重の塔が建てられたことが知られている。百済
大寺の九重の塔が，こうした新羅や百済の国家的大寺院に対する対抗意識が生み出したものであ
ることは明らかであろう。日本列島では仏教の受容も，外的刺激や対外緊張の産物にほかならな
かったのである。
ま　と　め
　このように，日本列島における文明化の進展は，農耕社会の一定の成熟を基礎としつつも，決
してその自律的発展の結果もたらされたものではない。それは明らかに強力な外的刺激ないし圧
力を契機とするものである。
　このことは日本列島が，古墳に象徴される首長連合体制から脱皮して中央集権的な律令制古代
国家を7世紀末葉に形成したことについても例外ではない。6世紀後半の惰による中国の統一に
ともなう朝鮮半島情勢の緊迫化が，前方後円墳の造営停止をも含む推古朝の諸改革をもたらす。
また663年の白村江の戦いにおける，百済・倭の連合軍の唐・新羅の連合軍に対する敗北とそれに
ともなう危機意識が，律令制的な国家システムの形成を促す直接的な契機となったことは多くの
研究者の指摘するところである。
　中国の高文明の周辺に位置する日本列島の文明化や国家形成の特質についてのわたくしの理解
は，大要以上のようなものである。まさにトインビーのいう「挑戦と応戦」Challenge　and
Responseの論理がそのまま適用できよう。まさに朝鮮半島の文化や中国文明との「遭遇」
Encounterこそが，日本列島の文明化をもたらしたということができるのではなかろうか。
　今回は触れられなかったが，こ朝鮮半島や中国文明との「遭遇」を意味あるものとするには，
受け入れ側の日本列島の内的条件や社会の成熟度が問題となることはいうまでもなかろう。今後
これらの問題を含めて，倭の国家形成や文明化についてより検討を深めていきたい。
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